
唐
代
古
文
家
の

て
は
じ
め
に

「伝」

に
つ
い
て

中
国
の
散
文
文
学
史
と
に
お
い
て
蔚
代
は
臨
期
的
な
時
代
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
古
文
」
の
文
体
が
椛
立
さ
れ
て
い
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

個
別
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
伝
記
体

の
ジ
ャ
ン
ル
に
関
し
て
は
韓
愈
(
七
六
八
!
八
二
四
)
が
多
く
の
「
碑

誌
」
の
文
を
審
い
て
、
明
出
入
記
』
の
列
伝
な
ど
と
は
ま
た
異
な
る
様

式
で
人
間
を
描
い
た
。
し
か
し
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
「
伝
」
と
称
す

る
比
較
的
少
数
の
文
準
が
存
す
る
。
そ
れ
は
数
量
的
に
は
「
碑
誌
」

の
多
さ
に
及
ば
な
い
も
の
の
大
き
な
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
組
み
に
関
し
て
は
、
格
拭
傑
氏
が
、
①
「
史

伝
」
と
称
さ
れ
る
史
期
間
中
の
人
物
伝
記
、
②
一
般
の
文
人
・
学
者
に

よ
る
単
独
の
伝
記
、
③
伝
記
体
を
用
い
た
髭
構
の
物
語
で
事
実
上
の

伝
記
小
説
、
の
一
一
部
…
に
分
類
す
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
の
時
間
代
の
代

表

的

散

文

家

、

韓

愈

や

柳

宗

元

一
l
i
八
九
)
が
古
文

谷

口

匡

(
?
ふ

い
た
「
伝
」
は
当
然
、
②
か
③
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
。
裕
氏
は
韓
・

柳
の
「
伝
」
の
う
ち
、
「
巧
者
王
承
福
伝
」
「
種
樹
郭
嚢
段
伝
」
「
童

区
奇
伝
」
「
梓
人
伝
」
「
宋
清
伝
」
を
②
の
例
と
し
、
「
毛
穎
伝
」
「
蛾

蝦
伝
」
を
③
と
見
な
す
。
「
李
亦
伝
」
「
劉
受
伝
」
「
河
関
伝
」
に
つ

い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
窓
構
で
は
な
い
と
考
え

る
と
ひ
と
ま
ず
②
と
見
な
し
う
る
。
格
氏
は
③
に
関
し
て
は
別
に
小

説
の
創
作
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
伝
記
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
外

す
が
、
氏
が
③
に
分
類
し
た
「
毛
穎
伝
」
「
強
蝦
伝
」
な
ど
も
そ
の

寓
意
性
の
強
さ
か
ら
一
一
一
行
え
ば
、
小
説
よ
り
は
伝
記
に
近
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
の
こ
こ
で
は
そ
れ
ち
を
ま
と
め
て
古
文
家
の
「
伝
」
と
考

え
た
い
窃

さ
て
、

(28) 

-
柳
以
前
の
古
文
家
で
は
李
華
(
七
一
五
i
七
七
回
)

げ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
碑
誌
」
と
そ
う
異
な
ら

そ
れ
ら
を
別
に
し
て
な
お
一
つ
残
る
の
が
韓
愈
の
「
太
学
生

(
以
下
)
で
あ
る
つ
「
何
蕃
伝
」
は
表
題
か
ら

に
二
倍
胴
の

な
し
。



は
太
学
の
学
生
何
蕃
の
伝
記
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
の

ジ
ャ
ン
ル
を
め
ぐ
っ
て
は
お
来
さ
ま
ざ
ま
な
評
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

本
捕
で
は
「
何
蕃
伝
」
の
「
伝
」
と
し
て
の
特
異
性
を
子
が
か
り
に

し
て
、
韓
愈
と
榔
宗
一
沌
に
代
表
さ
れ
る
腐
代
古
文
家
の
「
伝
」
の
特

色
を
論
ず
る
。

一
一
、
「
何
一
蕃
伝
」
の
ジ
ャ
ン
ル
を
め
ぐ
る
諸
説

は

じ

め

に

韓

愈

の

ニ

篇

l
i

「
毛
穎
松
」

「
何
蕃
伝
」
を
後
世
の
総
集
や
選
築
が
ど
の
よ
う
に
収
録
す
る
か
を

見
て
み
よ
う
。
調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
宋
代
で
は
①
李
防
が
編
集

し
た
明
文
苑
英
刊
誌
』
一
千
巻
、
②
桃
絃
の

Sm文
粋
』
一
百
巻
、
③

真
徳
秀
の
明
文
章
γ

は
や
ご
二
十
周
巻
、
③
楼
防
の

gm言
文
訣
』

一
二
十
五
巻
、
例
代
で
は
⑤
騎
蝦
之
の
明
文
編
』
六
十
四
巻
、
⑤
茅
坤

の
明
協
同
宋
八
大
家
文
紗
』
一
百
六
十
四
巻
、
⑦
賀
復
徴
の
『
文
章
弁

体
録
選
b

七
百
八
十
巻
、
③
徐
部
曽
の
明
文
体
明
弁
h

八
十
一
一
一
巻
、

補
代
で
は
⑨
林
一
護
銘
の
『
韓
文
起
h

十
巻
、
⑮
mm
ハ
楚
材
・
昭
一
ハ
調
伎
の

司
宙
文
鍛
止
』
十
二
巻
、
③
沈
徳
潜
の

S
m宋
八
家
文
読
本
』
三
十
巻
、

⑫
乾
路
市
の
昌
宏
ポ
文
醇
』
五
十
八
巻
、
⑬
桃
認
の
『
吉
文
辞
類
纂
』

七
十
五
巻
、
⑬
替
問
藩
の
司
程
史
百
家
雑
紗
』
二
十
六
巻
で
あ
る
。

一
作
品
を
比
較
す
る
と
、
「
持
者
王
承
福
伝
」
は
①
③
⑤
1
⑬
の

器
、
「
毛
穎
伝
」
は
①
②
③
1
③
③
t
⑬
の
十
二
穏
に
収
め
る

を
収
録
す
る
の
は
③
⑤
1
⑦
⑨
@
⑫
の

い
。
な
か
で
も
①
③
⑫
で
は
「
何
蕃
伝
」
だ
け
が

落
選
し
て
い
る
の
そ
れ
ら
泣
い
ず
れ
も
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
代
表
的
作

品
を
集
め
た
審
物
だ
が
、
「
伝
」
「
伝
状
」
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
は
「
何
蕃
伝
」
は
相
応
し
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
何
蕃
伝
」
は
東
雅
堂
本
な
ど
通
行
す
る
四
十
巻
本
テ
キ
ス
ト
の

巻
昔
日
録
で
は
「
雑
説
明
・
書
」
と
い
う
括
り
の
あ
る
巻
一
回
に
収
め

ら
れ
る
の
そ
の
配
到
を
み
る
と
、
「
郡
州
渓
堂
詩
」
「
舗
栂
乳
」
「
進

士
一
策
関
十
一
…
一
首
」
「
争
毘
論
」
「
改
葬
服
議
」
「
省
試
学
生
代
斎
郎
議
」

「
締
袷
議
」
「
省
試
顔
子
一
小
弐
過
論
」
「
与
李
秘
書
論
小
功
一
小
税
車
問
」

「
太
学
生
何
蕃
伝
」
「
答
張
籍
書
」
「
霊
答
張
籍
室
田
」
の
顕
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
「
省
試
顔
子
不
弐
過
論
」
ま
で
が
「
雑
著
」
、
「
与
李
秘

書
論
小
功
不
税
饗
」
以
下
、
が
「
蕎
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
何
蕃
伝
」

は
五
百
」
の
方
に
含
ま
れ
る
。
李
漢
に
よ
っ
て
唐
代
に
締
ま
れ
た
韓

愈
の
文
集
も
、
現
行
の
テ
キ
ス
ト
と
は
編
成
上
の
大
き
な
違
い
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
配
列
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
文
章
は

元
来
は
「
伺
蕃
缶
」
で
は
な
く
「
何
蕃
車
両
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
一
方
で
李
漢
の
序
に
は
「
雑
著
六
十
五
」
と
見
え
る
。
巻
一
一

つ
政
道
」
か
ら
巻
一
回
「
省
試
顔
子
不
弐
過
論
」
に
至
る
「
雑
著
」

の
篇
数
を
数
え
る
と
六
十
四
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
「
何
蕃
伝
」
を
加

え
る
と
勘
定
が
合
う
か
ら
、
李
漢
は
「
雑
著
」
と
見
な
し
て
い
た
と

の
に
対
し
て

(29) 
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の
ジ
ャ
ン
ル
を
め
ぐ
る
諸
説
、
が
生

の
ジ
ャ
ン
ル
で
考
え
る
説
、
が
あ
る
。
方
山
松
郷

(

一

一

九

四

)

の

『

韓

集

挙

正

』

で

は

「

何

蕃

伝

」

の

表
。
題
を
「
杭
本
」
に
従
っ
て
「
何
蕃
警
」
に
一
作
る
。
杭
本
と
は
北
宋

の
大
中
祥
符
二
年
(
一

O
O九
)
杭
州
明
教
寺
刊
本
の
こ
と
で
あ
る
む

『
挙
正
』
に
は
い
う
、
「
窃
本
で
は

E
A
学
生
何
蕃
伝
』
に
作
る
。
し

か
し
巻
首
の
総
題
で
は
や
は
り
妥
E

に
作
る
。
こ
の
文
は
明
書
』

の
分
類
で
揺
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
古
い
テ
キ
ス
ト
(
杭
本
)
に

フ
ηJ

従
う
べ
き
で
あ
る
」
と
。
閥
均
本
は
前
宋
中
期
の
も
の
で
、
杭
本
よ
り

遅
れ
、
す
で
に
「
何
蕃
伝
」
と
い
う
表
題
に
改
め
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。「
例
議
伝
」
を
「
車
問
」
と
し
て
考
え
る
説
は
、
方
山
松
卿
以
後
、
少

な
く
と
も
次
の
二
つ
が
あ
る
の
一
つ
は
挑
範
(
祷
の
乾
隆
の
進
士
)

の
説
で
、
こ
れ
は
「
欝
後
」
の
類
で
あ
る
が
、
表
題
に
脱
字
が
あ
る

(6) 

の
で
、
何
に
対
す
る
難
問
後
か
が
わ
か
ら
な
い
と
す
る
。
も
う
…
つ
は

王
元
啓
(
乾
降
十
六
年
・
一
七
五
一
進
士
)
の
説
で
、
こ
の
「
灘
間
」

は
書
簡
の
涼
味
で
は
な
い
昼
間
」
で
あ
っ
て
、
事
実
に
却
し
て
そ
の

ま
ま
記
録
す
る
の
を
長
♂
、
生
据
に
わ
た
る
一
宮
刊
行
を
概
括
す
る
の

を
「
伝
」
と
い
う
と
定
義
し
、
「
何
蕃
伝
」
の
場
合
は
前
者
だ
と
述

べ
る
。 第

第
二
の
「
何
蕃
缶
」
を
「
伝
」
と
晃
な
す
説
は
朱
嘉
(
一
二
ニ

O

!
一
二

C
O
)
に
始
ま
る
。
彼
は
「
こ
れ
は
『
伝
h

に
作
る
べ
き
な

の

に

芸

g
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
文
章
か
ら

い
え
ば
全
く
明
伝
』
で
あ
る
。
ま
し
て
や
諸
本
の
中
に
『
伝
』
に
作

{8) 

る
も
の
が
あ
る
の
だ
か
ら
」
と
、
五
回
」
と
す
る
説
に
疑
問
を
呈
す
る
。

こ
の
朱
蒸
の
説
は
影
響
力
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
清
代
に
な
る
と
、

「
伝
」
と
し
て
の
性
格
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
傾J
向
、
が
現
れ
る
。

一
敏
炎
武
(
一
六
一
一
一
一
i

一
六
八
二
)
は
「
列
括
」
は
司
馬
選
、
が
創

始
し
た
も
の
で
肢
史
書
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
か
ら
、
史
官
の
織
に
な

け
れ
ば
人
の
た
め
に
「
佳
」
を
書
い
て
は
な
ら
ぬ
と
す
る
。
彼
は
「
太

学
生
何
蕃
伝
」
「
巧
者
王
承
福
伝
」
「
毛
穎
伝
」
「
宋
清
伝
」
「
種
樹
郭

嚢
蛇
伝
」
「
議
一
民
奇
伝
」
「
梓
人
伝
」
「
李
赤
伝
」
「
蛾
蝦
伝
」
を
あ
げ
、

「
何
蕃
伝
」
が
一
つ
の
事
柄
だ
け
で
構
成
し
て
「
伝
」
と
一
吉
い
、
主

承
一
指
の
輩
は
み
な
身
分
の
低
い
者
で
あ
る
が
「
伝
」
と
一
一
一
一
向
い
、
「
毛

穎
伝
」
「
李
赤
伝
」
「
娘
、
蹴
伝
」
な
ど
は
戯
れ
に
作
っ
て
「
伝
」
と
一
一
一
一
口
A9) 

う
の
は
、
「
稗
震
の
露
」
つ
ま
り
小
説
の
類
に
準
え
て
い
る
と
す
る
。

こ
の
「
伝
」
は
史
官
の
職
掌
と
す
る
考
え
方
は
例
制
大
機
(
…
六
九
八

七
七
九
)
を
経
て
、
そ
の
門
人
で
あ
る
挑
諮
(
一
七
三
一

l

に
も
受
け
継
が
れ
た
。
挑
揺
は
秦
・
漢
代
か
ら
部
の
劉

ま
で
の
模
範
的
散
文
の
選
集

gu文
辞
類
纂
』
を
編
ん

の
作
品
か
ら
「
持
者
五
承
福
伝
」
「
毛
穎
伝
」
を
「
伝

(30) 
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状
類
」
に
含
め
な
が
ら
、
「
何
蕃
伝
」
を
落
と
し
た
。
「
何
蕃
伝
」
は

「
伝
」
の
標
準
的
作
品
と
し
て
は
不
適
混
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
と
は
別
に
全
祖
望
(
一
七

O
五
!
一
七
五
五
)
は
独
自
に

「
伝
」
を
六
穣
に
分
類
し
た
。
彼
の
分
類
で
は
そ
の
人
の
一
生
の
一

コ
マ
を
取
り
上
げ
て
全
体
を
示
す
も
の
を
「
別
伝
」
と
し
、
「
何
蕃

伝
」
や
蘇
紙
の
「
方
山
子
伝
」
を
そ
の
例
と
し
て
い
る
v

第
一
一
一
に
「
雑
著
」
と
考
え
る
説
、
が
あ
る
o'

「
伝
」
は
史
官
の
書
く

も
の
と
す
る
顧
炎
一
武
ら
の
論
に
反
対
し
た
章
学
誠
(
一
七
三
八

i

一
八

O
一
)
は
、
明
の
議
靖
以
後
に
文
を
論
ず
る
者
が
流
派
に
分
か

れ
、
そ
の
「
好
ん
で
高
論
を
為
す
者
」
が
、
「
伝
」
は
史
一
宮
の
職
掌
で
、

史
官
で
な
け
れ
ば
「
伝
」
を
書
い
て
は
な
ら
ぬ
と
一
一
一
回
っ
た
と
す
る
。

こ
れ
は
恐
ら
く
顧
炎
武
を
指
す
。
そ
し
て
「
伝
」
は
史
家
、
が
始
め
た

の
で
は
な
く
、
司
篤
遷
・
班
回
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
し
、
ま
た
明
文

苑
英
華
』
の
よ
う
に
懇
々
の
「
伝
」
を
も
ろ
も
ろ
の
正
統
的
な
「
括
」

に
分
類
す
る
よ
り
も
、
「
何
蕃
伝
」
を
「
雑
著
」
に
、
「
毛
頴
伝
」
を

へH
H
)

「
雑
文
」
に
入
れ
た
李
漢
の
分
類
の
方
が
明
快
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
清
の
乾
離
帯
勅
撰
の
明
蔚
宋
文
醇
』
に
お
い
て
も
「
何
蕃

伝
」
は
巻
二
「
雑
著
」
に
収
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
は
「
巧

者
支
承
福
伝
」
も
「
雑
著
」
に
、
「
毛
穎
伝
」
は
「
雑
文
」
に
入
っ

て
い
る
か
ら
、
も
と
も
と
の
李
漢
の
分
類
に
戻
し
た
感
、
が
あ
る
。

以
上
、
「
侭
藩
伝
」
の
ジ
ャ
ン
ル
を
め
ぐ
る
諸
説
を
み
た
が
、
現

(
刊
以
)

代
の
説
も
お
お
む
ね
こ
う
し
た
出
説
の
範
留
を
出
な
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
こ
れ
ら
か
ら
「
何
蕃
伝
」
が
「
伝
」
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
と
ど

っ
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
り
き
ら
な、

「
何
蕃
伝
」
は
「
小
説
」
か

上
述
の
ご
と
く
額
炎
武
は
「
伺
蕃
伝
」
が
わ
ず
か
一
つ
の
事
柄
の

記
録
だ
け
で
「
伝
」
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
韓
愈
・
椀
宗

一
江
が
書
い
た
他
の
「
伝
」
の
作
品
と
と
も
に
小
説
の
一
環
だ
と
述
べ

る
。
ま
た
最
近
で
も
人
生
の
一
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
詳
細
に
描
写

(
日
)

し
て
い
る
点
で
、
伝
記
体
小
説
の
発
起
点
と
み
な
す
説
、
が
あ
る
か
ら
、

ま
ず
「
小
説
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。

韓
愈
が
小
説
に
類
す
る
作
品
を
書
い
た
と
す
る
説
は
陳
寅
憾
の

「
韓
愈
と
唐
代
小
説
」
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、
小
説
と
は
唐
の

伝
奇
小
説
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
運
熊
「
試
み
に
唐
伝
奇
と

(時〉

古
文
運
動
の
間
関
係
を
論
ず
」
で
は
、
缶
奇
が
物
語
の
筋
を
重
ん
じ
、

き
め
細
や
か
で
装
飾
的
な
文
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
古
文
家
の
「
小

説
」
は
寓
意
を
重
ん
じ
て
、
文
体
は
素
朴
で
古
め
か
し
く
、
そ
の
鼠

格
は
対
立
す
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
説
で
い
う
「
小
説
」
と
は
、

韓
愈
の
場
合
、
「
石
鼎
聯
句
詩
序
」
「
毛
穎
伝
」
「
持
者
王
承
福
伝
」

と
い
っ
た
文
章
、
が
そ
の
例
に
あ
が
り
、
「
何
蕃
伝
」
は
含
ま
れ
な
い
。

一
歩
譲
っ
て
、
人
生
の
一
部
分
に
焦
点
を
あ
て
て
絡
部
を
も
詳
し
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く
述
べ
る
こ
と
を
「
小
説
」
の
一
条
件
と
考
え
る
と
、
吉
文
家
の
缶

記
の
中
に
も
「
小
説
」
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
T

人
さ
ら
い

に
捕
ま
っ
て
売
ら
れ
よ
う
と
し
た
牧
議
が
賊
を
殺
し
て
脱
出
す
る
場

面
を
詳
細
に
描
い
た
「
業
広
奇
伝
」
、
狂
人
の
不
可
解
な
行
動
を
一
々

記
し
た
「
李
赤
伝
へ
貞
淑
な
…
婦
人
が
淫
婦
に
堕
務
し
て
い
く
過

程
を
つ
づ
る
「
河
間
伝
」
な
ど
も
「
小
説
」
と
見
な
せ
る
。
し
か
し

こ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
「
柳
先
生
日
」
で
始
ま
る
訓
戒
が
あ
り
、
た

だ
話
の
顕
臼
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
寓
意
が
あ
っ
た
っ

こ
の
よ
う
な
「
伝
」
を
蕎
い
た
…
人
に
は
、
韓
愈
の
門
下
生
の
沈

溜
之
(
七
八
一
?
1
八
三
二
?
)
が
い
る
。
沈
頚
之
も
韓
愈
に
学
ん

で
古
文
の
文
体
で
凶
篇
の
「
伝
」
と
題
す
る
作
品
を
残
し
た
。
そ
の

う
ち
、
李
紳
に
つ
い
て
の
伝
記
「
李
紳
伝
」
に
つ
い
て
克
る
と
、
一

つ
の
事
件
に
住
自
し
、
そ
こ
を
集
中
的
に
描
く
手
法
が
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
節
度
使
の
学
鋳
の
も
と
で
書
記
官
を
務
め
て
い
た
李
紳

が
反
乱
の
撤
文
を
警
か
さ
れ
そ
う
に
な
る
場
指
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

李
鈴
は
ま
す
ま
す
怒
り
、
急
い
で
李
紳
を
呼
ん
で
紙
と
筆
を
渡

し
、
反
乱
の
撤
文
を
蕎
か
せ
て
上
奏
し
よ
う
と
し
た
。
李
紳
は
李

鈎
の
前
に
競
る
と
、
恐
怖
で
お
の
の
い
て
い
る
様
子
を
装
っ
た
。

策
は
揺
れ
て
紙
は
落
ち
、
札
は
字
を
な
さ
ず
、
そ
の
た
び
に
塗
り

つ
ぶ
さ
れ
た
の
数
十
行
進
ん
で
も
、
そ
の
繰
り
返
し
で
、
ほ
と
ん

ど
紙
、
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

麿
朝
へ
の
反
逆
に
手
を
貸
す
こ
と
も
、
時
の
節
度
便
に
は
む
か
う

こ
と
も
で
き
な
い
李
紳
が
、
必
死
の
演
技
で
こ
わ
く
て
書
け
な
い
ふ

り
を
す
る
こ
の
場
面
は
明
新
麗
書
』
巻
一
八
一
李
紳
伝
で
も
警
か
れ

て
い
る
が
、
『
新
窟
書
』
は
沈
琵
之
の
「
李
紳
伝
」
を
下
敷
き
に
し

た
よ
う
に
克
え
て
、
「
ま
す
ま
す
怒
り
」
(
益
怒
)
、
「
筆
は
揺
れ
て
紙

は
落
ち
」
(
管
揺
紙
下
)
と
い
っ
た
、
緊
迫
し
た
場
蕗
を
細
か
く
描

写
し
た
箇
所
は
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
山
知
也
氏
は
、

沈
麗
之
の
「
李
紳
伝
」
を
評
し
て
「
史
伝
を
意
図
し
つ
つ
も
ち
二
郎
、

異
関
を
ω

記
録
す
る
小
説
的
な
も
の
へ
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

{
山
内
)

い
る
」
と
述
べ
る
。
沈
恋
之
の
書
く
「
伝
」
は
こ
う
し
た
小
説
化
の

傾
向
が
強
く
、
人
妻
と
密
会
し
た
あ
げ
く
に
そ
の
女
を
殺
す
男
に
つ

い
て
書
い
た
「
鴻
燕
伝
」
な
ど
は
話
の
展
開
を
劇
的
に
描
こ
う
と
し

て
い
る
点
に
お
い
て
、
伝
奇
小
説
に
近
づ
く
。
ま
た
や
は
り
韓
門
の

一
人
で
あ
る
李
鞠
(
七
七
一

i

八
三
六
)
も
、
あ
る
県
令
の
妻
、
が
、

推
寧
節
度
龍
李
希
烈
の
率
い
る
反
乱
軍
が
城
下
に
迫
っ
た
時
、
果
敢

に
夫
や
人
民
を
励
ま
し
て
賊
を
退
け
た
さ
ま
を
「
楊
烈
婦
伝
」
に
記

し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
「
伝
」
は
い
ず
れ
も
文
末
に
「
禁
」
を
付
し

て
作
者
の
感
慨
を
記
す
か
ら
、
な
お
「
史
伝
」
の
に
お
い
を
残
す
が
、

部
始
終
を
述
べ
る
こ
と
に
精
力
を
集
中
し
て
い
る
点
で
は

の
領
域
に
も
ブ
歩
患
を
騎
み
入
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
ど
う
か
ヲ
こ
の
作
品
は
大
き
く
四
つ
の
段
落
に
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分
け
ら
れ
る
。
第
段
は
間
関
頭
か
ら
「
以
是
無
成
功
」
ま
で
の

一
二
六
字
で
、
進
士
に
合
格
で
き
な
い
何
蕃
の
現
状
、
第
一
一
段
は

「
器
、
准
南
人
」
か
ら
「
不
果
留
」
ま
で
の
一
一
七
字
で
、
何
蕃
に

関
す
る
一
連
の
事
件
、
第
三
段
は
「
欧
陽
態
生
一
一
一
一
間
臼
」
か
ら
「
弦
非

其
一
男
鰍
」
ま
で
の
一

O
七
字
で
、
何
蕃
の
評
価
を
め
ぐ
る
問
答
、
第

四
段
は
「
惜
ヂ
蕃
之
印
刷
下
」
か
ら
末
尾
ま
で
の
一
二
三
字
で
、
何
蓄

に
対
す
る
韓
愈
の
感
慨
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
明
ら
か
に
伝
記

と
意
識
し
て
欝
か
れ
て
い
る
部
分
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
特
定
す
る
際
に
、
間
関
一
践
の
一
文
が
重
要
な
判
断
材
料
に
な

る
。
一
般
的
に
「
伝
」
の
ジ
ャ
ン
ル
の
文
の
岡
田
頭
は
、
正
史
な
ど
の

「
史
伝
」
に
散
っ
て
、
そ
の
姓
名
、
出
身
地
な
ど
か
ら
書
き
出
す
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
韓
・
柳
の
「
伝
い
に
お
い
て
も
「
毛
穎
伝
」

「
宋
清
伝
い
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
関
頭
で
な
く
、
途
中
か
ら
伝
記

が
始
ま
る
場
合
も
同
様
で
、
「
議
区
奇
伝
」
で
「
少
年
の
奇
は
柳
州

の
柴
刈
り
と
牛
飼
い
に
従
事
す
る
子
ど
も
で
あ
る
」
(
業
奇
者
、
柳

川
川
薬
牧
児
也
)
と
記
し
て
伝
記
を
始
め
る
の
は
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。

「
侍
蕃
伝
」
で
は
第
二
段
の
間
関
頭
に
「
蕃
は
準
高
の
人
で
あ
る
」

(
蕃
、
推
南
人
)
の
一
文
が
あ
る
か
ら
、
伝
記
的
記
述
は
そ
こ
か
ら

始
ま
る
と
見
な
せ
る
。
そ
こ
で
は
何
蕃
が
退
学
を
決
意
す
る
ま
で
の

過
程
と
そ
れ
を
知
っ
た
諸
生
の
行
動
が
次
の
よ
う
に
警
か
れ
る
。

議
は
准
備
の
入
で
あ
る
。
両
親
は
い
ず
れ
も
鍵
在
で
あ
る
。
彼

が
太
学
に
た
ば
か
り
の
時
、
毎
年
に
必
ず
一
度
は
帰
借
問
し

て
い
た
の
両
親
は
そ
れ
を
や
め
さ
せ
た
。
そ
の
後
は
一
、
二
年
を

あ
け
て
一
度
一
帰
省
し
た
っ
ま
た
そ
れ
を
や
め
さ
せ
た
。
よ
っ
て
帰

省
し
な
く
な
っ
て
五
年
に
な
る
。
何
蕃
は
孝
行
な
人
で
あ
る
。
時

殺
が
年
老
い
た
の
を
悲
し
む
気
持
ち
を
抑
え
き
れ
ず
、
あ
る
日
、

学
生
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
て
殺
の
面
倒
を
克
に
和
州
に
帰
ろ
う
と

し
た
。
学
生
た
ち
は
何
蕃
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
こ
で
彼
を
空
き
部
擦
に
開
閉
じ
込
め
た
。

何
藩
の
伝
は
『
出
庸
密
一
間
』
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
明
新
窟
書
』

巻
…
九
四
事
行
伝
に
お
け
る
陽
城
伝
の
附
伝
に
は
短
い
が
そ
の
伝
記

が
記
さ
れ
る
。
韓
愈
と
『
新
鰭
霊
園
h

の
雨
「
侭
蕃
伝
」
を
比
較
す
る

と
、
出
身
を
「
推
海
」
(
韓
愈
)
と
す
る
か
「
和
川
」
(
『
新
庸
書
』
)

と
す
る
か
の
違
い
を
除
き
、
『
新
庸
量
一
回
』
は
ほ
ぼ
全
間
的
に
韓
愈
に

依
拠
し
て
い
る
。
今
、
そ
の
部
分
を
原
文
で
示
す
と
、
韓
愈
で
は
、

初
入
太
学
、
歳
率
一
帰
、
父
母
止
之
。
其
後
間
一
二
歳
乃
一
婦
、

又
止
之
。
不
帰
者
五
歳
突
。
蕃
、
純
孝
人
世
。
関
親
之
老
、
不
自

克
、
一
日
、
揖
諸
生
、
帰
養
子
和
州
、
諸
生
不
能
止
、
乃
開
閉
蕃
空

舎
中
。

で
あ
り
、
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二
万
、
『
新
高
問
者
一
田
』
で
は
、

学
太
学
、
議
一
婦
、
父
母
不
許
。
間
二
歳
乃
婦
、
復
不
許
。
九

五
歳
、
機
黙
以
親
旦
老
、
不
自
安
、
揖
諸
生
去
、
乃
辻
ハ
筒
蕃
空
企
口



i宇
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
短
く
な
っ
て
い
る
が
、
大
き
な
畳
一
一
回
き
替
え
は

な
く
、
「
歳
率
一
帰
」
と
「
歳
…
帰
」
、
「
問
問
一
二
歳
乃
一
婦
」
と
「
間

二
歳
乃
婦
へ
「
乃
関
藩
空
舎
中
」
と
「
乃
北
ハ
間
蕃
空
舎
中
」
の
よ
う

な
類
似
し
た
表
現
が
目
立
つ
。
「
蕃
、
純
孝
人
也
」
の
よ
う
に
正
史

の
記
述
と
し
て
不
安
な
も
の
が
省
か
れ
て
い
る
部
分
は
あ
る
も
の
の
、

逆
に
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
始
ど
な
く
、
明
ら
か
に
宗
利

勝
設
問
』
は
韓
愈
の
「
何
藩
伝
」
を
骨
格
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
つ

「
何
蕃
伝
」
は
、
帰
省
し
よ
う
と
す
る
何
蕃
を
空
舎
に
閉
じ
込
め

る
場
甜
が
唯
一
事
件
と
い
え
る
部
分
だ
が
、
特
に
脚
色
を
加
え
た
描

き
方
は
な
さ
れ
ず
、
事
実
を
そ
の
ま
ま
書
き
留
め
た
色
彩
が
強
い
。

こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
る
と
「
何
蕃
伝
」
を
「
小
説
」
と
見
な
す
こ

と
は
関
難
で
あ
る
。

回
、
問
答
に
よ
る
人
物
評
舗
と
主
題

「
何
藷
伝
い
が
「
小
説
」
で
な
い
と
す
れ
ば
、
標
準
的
な
古
文
家

の
「
伝
」
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
の

線
・
柳
の
こ
の
領
域
の
文
で
は
、
し
ば
し
ば
問
答
形
式
で
伝
記
中

の
人
物
の
許
側
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
椀
宗
一
花
の
「
宋
揖
伝
」
は
、

宋
清
と
い
う
薬
売
り
の
伝
記
で
あ
る
が
宋
清
が
薬
を
求
め
に
来
た

は
、
お
金
が
な
く
て
も
註
文
つ
で
き
っ
と
与
え
、
年
末
に
な

っ
て
払
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
証
文
を
焼
き
捨
て
て
と
や
か
く
言

わ
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
る
。
宋
清
の
こ
う
し
た
行
為
に

つ
い
て
、
榔
宗
一
沌
は
問
問
答
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

荷
人
た
ち
は
そ
れ
を
不
思
議
に
思
っ
て
、
み
な
笑
い
、
「
清
は

愚
か
で
常
軌
を
逸
し
た
奴
だ
」
と
言
っ
た
。
あ
る
人
が
「
清
は
誌

の
あ
る
人
だ
ろ
う
か
」
と
一
一
一
一
口
っ
た
。
清
は
こ
れ
を
潤
い
て
「
私
は

利
益
を
求
め
て
妻
子
を
養
っ
て
い
る
だ
け
で
、
徳
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
私
を
愚
か
で
常
軌
を
逸
し
て
い
る
と
い
う
の
も

(
ぬ
}

間
違
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
。

こ
こ
で
は
、
宋
清
に
対
す
る
否
定
的
評
価
を
ま
ず
あ
げ
て
、
問
答

の
中
で
そ
れ
を
改
め
て
否
定
し
、
人
間
の
行
為
と
し
て
ど
の
よ
う
に

位
震
づ
け
ら
れ
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
一

見
、
両
者
の
問
答
の
よ
う
で
あ
る
が
、
問
答
の
形
式
を
借
り
た
作
者

の
意
見
表
明
で
あ
る
つ
い
い
か
え
れ
ば
人
物
の
行
為
や
発
言
を
記
述

し
た
「
叙
事
」
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
作
者
の
意
見
や
感
慨

を
記
し
た
「
議
論
」
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
決
し
て
特
別
に
優
れ

た
人
物
と
し
て
ん
木
清
に
最
上
の
評
価
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
人
間

と
し
て
ご
く
当
黙
の
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、
そ
の
中
に
見
る

べ
き
儲
館
、
が
あ
る
と
い
う
描
き
方
を
し
て
い
る
。

で
は
「
叙
事
」
と
「
議
論
」
が
ま
じ
っ
て
出

で
背
中
の
肉
が
盛
り
上
が
り
、
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の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
木
を
斉
て
る
術
に
た
け
て
お
り
、

長
安
の
金
持
ち
は
み
な
彼
に
依
頼
す
る
。
そ
の
秘
訣
を
あ
る
人
が
問

う
と
、
彼
は
た
だ
木
の
持
っ
て
い
る
本
性
に
逆
ら
わ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
こ
れ
を
人
民
を
治
め
る
方
法
に
応

用
で
き
な
い
か
、
と
問
う
と
、
郭
饗
絃
は
役
人
か
ら
仕
事
す
る
よ
う

厳
し
く
せ
き
た
て
ら
れ
た
結
果
、
か
え
っ
て
病
み
疲
れ
て
い
る
人
々

の
あ
り
さ
ま
を
述
べ
、
植
物
に
よ
け
い
な
予
を
加
え
て
枯
ら
し
て
い

る
の
と
関
じ
だ
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
や
は
り
郭
奨
舵
の
言
葉
を
通
し

て
柳
宗
元
J

凶
身
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
あ

と
に
柳
京
元
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

問
う
者
は
一
一
一
一
口
っ
た
、
「
あ
あ
す
、
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
私
は
木
を

膏
て
る
方
法
を
尋
ね
て
、
人
民
を
養
う
術
を
得
た
」
。
私
は
そ
の

(
叩
仰
こ

こ
と
を
伝
え
て
役
人
へ
の
戒
め
に
し
よ
う
。

柳
宗
一
冗
は
郭
奨
舵
を
描
く
こ
と
で
、
彼
が
実
践
す
る
仕
事
の
方
法

、
が
、
も
っ
と
大
き
な
真
理
じ
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
彼

が
本
名
で
は
な
く
「
嚢
蛇
」
と
い
う
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
る
の
は
そ
の

植
木
の
技
術
に
も
拘
ら
ず
、
奇
妙
な
外
見
に
よ
っ
て
世
間
的
に
は
そ

れ
ほ
ど
尊
敬
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
し
か
し

そ
こ
に
柳
宗
元
は
技
術
以
上
の
優
れ
た
儲
髄
を
晃
出
し
た
の
で
あ
る
。

「
梓
人
伝
」
に
お
い
て
は
、
楊
識
と
い
う
大
工
の
毅
方
が
家
に
道

院
内
も
置
か
ず
、
寝
台
の
締
さ
え
も
修
理
で
き
な
い
よ
う
す
で
あ
る
の

を
作
者
榔
宗
一
応
は
克
て
笑
い
、
能
力
が
な
い
の
に
俸
給
を
貧
る
者
と

一
日
一
は
思
い
込
む
。
し
か
し
大
勢
の
大
工
を
見
事
に
指
図
す
る
彼
の

仕
事
ぶ
り
を
見
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

つ
い
で
私
は
た
め
患
を
つ
い
て
一
一
言
っ
た
、
「
彼
は
あ
る
い
は
自

分
の
技
を
捨
て
去
り
、
も
っ
ぱ
ら
一
般
を
働
か
し
て
物
事
の
大
要
を

つ
か
ん
で
い
る
人
で
は
な
い
か
。
心
を
用
い
る
人
は
人
を
使
い
、

力
を
用
い
る
人
は
人
に
徒
わ
れ
る
と
私
は
額
い
て
い
る
が
、
彼
は

心
を
用
い
る
入
で
は
な
い
か
。
技
能
の
あ
る
人
が
腕
を
ふ
る
い
、

知
恵
の
あ
る
人
が
策
を
施
す
な
ら
、
彼
は
知
恵
の
あ
る
人
で
は
な

い
か
。
こ
れ
は
天
子
を
補
佐
し
、
天
下
を
治
め
る
人
の
規
範
と
す

(
幻
}

る
に
足
る
も
の
だ
。
こ
れ
以
上
似
て
い
る
こ
つ
の
物
は
な
い
」
。

こ
の
作
品
は
問
答
の
連
続
で
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、

最
も
述
べ
た
い
部
分
は
文
中
の
自
分
に
言
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
作

者
が
感
心
し
た
擦
梁
が
一
人
で
は
普
通
の
大
工
以
下
の
腕
前
し
か
な

い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
椀
宗
元
の
「
伝
」
で
は
、
儲
け
を
度
外
視
し
た
薬
売

り
、
背
中
の
曲
が
っ
た
槌
木
屋
、
簡
単
な
修
理
す
ら
で
き
な
い
大
工

と
い
っ
た
世
間
的
な
錨
鰻
か
ら
は
ず
れ
る
人
々
を
と
り
あ
げ
、
彼
ら

の
真
の
儲
鑓
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
問
答
の
形
式
、
す

な
わ
ち
作
者
を
含
む
登
場
人
物
の
発
一
一
一
一
口
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

そ
れ
は
韓
愈
の
「
巧
者
王
承
福
伝
」
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
左
官
主
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承
福
の
口
を
避
し
て
次
の
よ
う
な
現
実
を
述
べ
る
部
分
が
あ
る
。

あ
あ
、
私
は
こ
て
を
片
手
に
貴
人
の
家
を
泊
る
よ
う
に
な
っ
て
、

も
う
か
な
り
の
年
数
に
な
る
。
そ
の
う
ち
、
一
度
行
っ
た
こ
と
の

あ
る
家
が
、
再
び
通
り
か
か
っ
て
み
る
と
廃
櫨
に
な
っ
て
い
る
。

二
度
三
度
と
行
っ
た
家
が
、
そ
れ
か
ら
ま
た
通
り
か
か
っ
て
み
る

と
路
端
と
な
っ
て
い
る
の
こ
の
こ
と
を
隣
家
の
人
に
問
え
ば
、
あ

る
者
は
一
志
向
う
、
「
あ
あ
、
あ
の
人
は
別
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
ま
し
た
」

と
。
あ
る
人
は
一
一
一
一
同
う
、
「
そ
の
人
自
身
は
も
う
死
ん
で
、
子
孫
も

保
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
。
あ
る
者
は
一
一
一
一
口
う
、

「
持
ち
主
は
死
ん
で
お
上
の
所
有
に
帰
し
た
の
で
す
」
と
っ

以
上
か
ら
考
え
る
と
、
彼
ら
は
い
わ
ゆ
る
、
そ
の
仕
事
で
飯
に

あ
り
つ
き
な
が
ら
努
力
を
怠
り
、
天
の
災
い
を
受
け
た
者
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
一
政
を
働
か
す
仕
事
を
無
理
に
も
く
ろ
ん

で
才
知
が
及
ば
ず
、
自
分
の
才
能
の
向
き
不
向
き
を
考
え
ず
に
し

て
し
ま
っ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
恥
w

す
べ
き
行
為
を
数
々

行
い
、
い
け
な
い
こ
と
だ
と
知
り
な
が
ら
敢
え
て
し
続
け
た
結
果

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
富
震
は
長
続
き
し
に
く
い
も
の
な
の
に
、

儲
か
の
功
績
で
過
分
の
報
酬
を
受
け
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
人
生
の
鑓
漢
は
時
の
遥
に
左
右
さ
れ
、
そ
れ
は
近
づ
い

た
り
遠
の
い
た
り
し
て
…
定
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
私
は
そ
れ
を
憐
れ
な
こ
と
と
感
じ
る
9

よ
っ
て
わ
が
能
力

の
及
ぶ
と
こ
ろ
を
択
ん
で
行
う
の
で
あ
る
。
富
貴
を
好
み
、
貧
賎

を
悲
し
む
点
で
、
私
は
ど
う
し
て
人
と
異
な
る
だ
ろ
う
一
明

こ
の
部
分
は
す
べ
て
王
承
福
の
発
一
一
一
日
で
あ
っ
て
、
韓
愈
の
意
向
ん
を

護
接
述
べ
て
は
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
全
体
、
が
王
承
福
に
関
す
る

伝
記
の
一
部
で
あ
り
、
「
叙
事
」
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
発
一
一
一
一
口
の

前
半
が
王
承
一
識
の
摂
で
盛
衰
の
移
り
変
わ
り
の
激
し
い
当
時
の
現
実

を
記
述
す
る
の
に
対
し
、
後
半
の
「
以
上
か
ら
考
え
る
と
」
(
吾
以

是
観
之
)
以
下
は
そ
れ
に
対
す
る
感
慨
で
あ
っ
て
、
韓
愈
自
身
の
意

見
が
投
影
し
て
い
る
。
そ
の
次
元
で
考
え
る
な
ら
、
前
半
は
「
叙
事
」

だ
が
、
後
半
は
「
議
論
い
で
あ
り
、
李
塗
『
文
章
精
義
』
、
が
「
叙
事

、

(

お

)

と
議
論
と
が
か
わ
る
が
わ
る
害
か
れ
る
」
と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
巧
者
王
承
福
伝
」
に
お
け
る
「
議
論
」
は
、
富
費
な

人
々
の
生
き
方
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
、
自
分
自
身
が
な
ぜ
左

官
の
仕
事
に
満
足
し
て
い
る
か
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
J

意
味
で
は

こ
の
「
伝
」
の
盟
国
一
践
に
、
「
左
宮
の
技
術
は
、
卑
し
く
て
し
ん
ど
い

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
職
業
と
し
て
い
な
が
ら
満
足
げ
な
様
子
を
し

て
い
る
者
が
い
た
っ
彼
の
話
を
開
く
と
、
簡
に
し
て
要
を
得
て
い
る
」

(
勾
之
為
技
、
終
間
以
労
者
也
。
有
業
之
其
色
若
自
得
者
。
線
放
ハ
一
一
一
一
向
、

約
出
尽
)
と
あ
る
の
と
も
繋
が
り
、
「
法
」
と
し
て
の
一
翼
性
を
保

っ
て
い
る
の
つ
ま
り
王
承
揺
の
一
言
葉
に
示
さ
れ
る
彼
の
生
き
方
そ
の

も
の
が
こ
の
「
伝
」
に
お
け
る
一
貫
し
た
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
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他
の
「
伝
」
で
も
問
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
、
烹
題
は
登
場
人

物
の
行
為
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
に
序
す
る
の
そ
れ
を
記
述
す
る
こ
と

で
、
そ
の
よ
う
に
で
き
な
い
当
時
の
人
々
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
何
蕃
伝
」
で
は
第
三
段
で
飲
陽
麿
と
あ
る
人
と
の
問
答
を
通
し

て
、
朱
批
の
乱
に
お
け
る
何
蕃
の
行
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

欧
間
開
偽
…
一
い
お
は
一
一
一
一
川
う
、
「
何
蕃
は
仁
愛
と
努
気
を
も
っ
た
人
で
あ

る
」
と
。
す
る
と
あ
る
人
は
「
何
蕃
が
太
学
に
い
る
と
、
学
生
た

ち
は
よ
く
な
い
行
動
を
慎
ん
だ
。
身
寄
り
の
な
い
死
者
を
葬
っ
て

や
り
、
そ
の
孤
兜
を
哀
れ
ん
で
護
っ
た
。
他
人
の
恩
恵
を
受
け
る

と
、
大
小
に
間
関
わ
ら
ず
、
き
っ
と
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
報

い
た
。
こ
れ
は
あ
な
た
が
一
言
う
仁
で
は
な
か
ろ
う
か
の
み
た
と
こ

ろ
何
蕃
は
身
体
を
支
え
ら
れ
る
だ
け
の
力
も
な
く
、
そ
の
遠
大
な

志
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
容
姿
で
あ
る
。
私
は
彼
に
ど
ん
な
勇
気

が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
一
言
っ
た
。
欧
問
問
信
一
何
者
は
「
朱
枇
が
反

乱
を
起
こ
す
と
、
太
学
の
学
生
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
朱
枇
に
追
随
し

よ
う
と
し
、
何
蕃
に
も
加
わ
る
よ
う
に
求
め
た
。
何
蕃
は
真
顔
に

な
っ
て
彼
ら
を
叱
資
し
た
り
ム
ハ
館
の
学
生
が
反
乱
に
追
槌
し
な
か

{
対
一
)

っ
た
の
は
、
彼
の
勇
気
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
答
え
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず
欧
楊
驚
の
「
何
蕃
は
仁
愛
と
勇
気
を
も
っ
た
人

だ
」
と
い
う
評
価
を
あ
げ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
あ
る
人
が
「
仁
愛
を

も
つ
こ
と
は
認
め
る
が
、
つ
い
て
は
不
明
だ
」
と
反
対
意
見

す
る
と
欧
鶴
態
は
、
朱
批
の
乱
に
お
け
る
伺
蕃
の
毅
然

と
し
た
姿
勢
を
述
べ
て
努
気
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
こ

の
よ
う
に
克
る
と
、
「
何
蕃
伝
」
に
お
け
る
何
蕃
の
評
価
は
宋
清
、

王
承
…
倍
、
郭
索
蛇
な
ど
と
は
明
ら
か
に
違
っ
て
お
り
、
作
者
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
待
定
的
評
備
を
い
V
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
新
謄
意
向
』
何
蕃
訟
は
こ
の
部
分
か
ら
何
蕃
が
身
寄
り
の
な
い
死

者
を
葬
っ
た
こ
と
や
朱
枇
の
乱
に
お
け
る
毅
然
と
し
た
態
度
な
ど
の

(
お
)

伝
記
的
事
実
を
う
ま
く
す
く
い
と
っ
て
い
る
。
さ
き
の
第
二
段
と
と

も
に
こ
の
第
三
段
も
司
新
薦
議
』
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
述

べ
て
き
た
人
物
評
価
と
も
関
わ
る
。
『
泊
蔵
官
一
回
』
に
は
何
蕃
の
缶
は

な
く
、
『
新
時
四
世
一
間
』
の
み
に
現
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
韓
愈
の
「
何

蕃
伝
」
に
ほ
ぼ
よ
っ
て
い
る
の
こ
れ
は
清
の
越
翼
、
が
い
う
よ
う
に
、

『
新
清
書
』
の
撰
者
で
あ
る
欧
揚
修
・
宋
祁
が
韓
・
柳
の
古
文
を
好
み
、

へ
お
)

「
何
蕃
伝
」
を
と
り
こ
ん
だ
一
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
何
蕃
が
全

く
無
名
の
人
物
な
ら
そ
れ
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
侍
蕃

に
は
正
史
の
列
伝
に
載
る
ほ
ど
の
社
会
的
名
声
が
あ
り
、
宋
清
、
郭

築
防
位
、
楊
潜
、
王
承
福
ら
が
全
く
の
市
井
の
人
々
だ
っ
た
の
と
は
異

な
る
。
向
蕃
に
対
す
る
人
物
評
備
が
特
異
で
あ
る
の
は
そ
う
し
た
要

閣
も
あ
ろ
う
。

を
述
べ
る
。
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そ
し
て
韓
愈
が
、
何
蕃
の
誌
記
と
は
別
に
文
中
で
述
べ
た
が
っ
た

事
柄
は
最
後
の
第
四
段
に
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
韓
愈
は



何
蕃
の
「
仁
義
の
道
」
が
、
地
位
が
低
い
た
め
に
万
人
に
擁
さ
れ
な

い
の
を
惜
し
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
、
水
の
喰
え

を
用
い
、
沼
と
川
で
い
え
ば
何
蕃
一
の
場
合
は
沼
で
あ
っ
て
、
川
の
よ

う
に
流
れ
て
い
か
な
い
か
ら
、
そ
の
「
仁
義
の
道
」
が
広
範
囲
に
行

わ
れ
な
い
の
だ
、
と
い
う
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
文
を
結
ぶ
。

よ
っ
て
貧
し
く
地
位
の
低
い
者
が
必
ず
し
か
る
べ
き
時
期
を
待

っ
て
、
そ
の
あ
と
に
初
め
て
大
き
な
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
ど
う
し
て
何
蕃
一
人
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
私
は
侭
蕃
の
こ
と
を
述
べ
て
、
彼
の
事
績

(
幻
}

が
伝
わ
ら
な
い
ま
ま
に
終
わ
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
の

す
な
わ
ち
、
「
仰
蕃
伝
」
の
主
題
は
、
何
蕃
の
行
い
の
中
に
、
何

か
鷲
適
の
真
理
を
見
出
し
て
、
そ
れ
を
伝
え
る
と
い
う
点
に
は
な
か

っ
た
。
ま
た
何
蕃
の
行
為
や
事
件
の
劇
的
瞬
間
を
と
ら
え
て
小
説
的

に
難
問
き
留
め
る
こ
と
に
も
な
い
。
何
蕃
の
よ
う
な
逸
材
が
い
つ
ま
で

も
世
に
用
い
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
、
当
時
の
人
材
登
用
制
度
の

(
判

ω)

不
合
理
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
雷
頭
の
第
…
段
で
、
何
蕃
が
学
識
人
格
と
も
に
立
派

で
あ
る
の
に
、
っ
て
が
な
い
た
め
に
な
か
な
か
進
士
に
合
格
で
き
な

い
こ
と
を
記
し
た
の
は
、
持
蕃
の
伝
記
と
し
て
警
か
れ
た
の
で
は
な

い
。
現
行
の
科
挙
制
度
で
の
何
蓄
の
不
遇
な
現
状
を
述
べ
て
、
第
四

段
で
述
べ
る
主
題
と
呼
応
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
何
蕃
伝
」
は
何
蕃
に
つ
い
て
書
き
な
が
ら
も
、

の
主
題
は
何
蕃
の
生
き
方
自
体
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

五
、
む
す
び

そ

唐
代
で
は
史
宮
で
な
け
れ
ば
一
般
に
「
伝
」
を
書
か
な
か
っ
た
が
、

無
名
の
人
物
に
対
し
て
史
伝
と
は
別
の
寓
意
を
も
っ
た
「
伝
」
、
が
書

か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
っ
韓
・
柳
の
作
品
で
は
「
巧
者
王
承
福
伝
」

「
種
樹
郭
豪
絞
伝
」
「
梓
人
伝
」
「
宋
清
伝
」
な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

さ
ら
に
よ
り
事
件
の
描
写
に
傾
き
、
小
説
性
を
強
め
た
も
の
と
し
て

「
章
一
弘
奇
伝
」
「
李
赤
伝
」
「
河
間
伝
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
全
く
の

虚
構
に
よ
る
も
の
で
は
「
毛
穎
伝
」
「
鎖
販
伝
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
何
蕃
伝
」
は
対
象
の
人
物
、
が
必
ず
し
も
無
名
で
は
な
い
こ
と
、

人
物
に
対
し
て
全
面
的
に
持
定
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
、
主
題
が
そ

の
人
物
の
人
格
や
行
為
か
ち
発
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
事
件
の

細
部
の
描
写
に
は
乏
し
い
こ
と
な
ど
、
唐
代
の
一
般
的
な
「
伝
」
ジ

ャ
ン
ル
の
特
急
か
ら
は
み
出
す
面
、
が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
伝
記

的
色
彩
も
窮
し
て
い
た
た
め
に
、
作
品
の
本
来
の
性
格
と
は
別
に

「
伝
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
国
定
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
何
蕃
伝
」
は
通
説
で
は
徐
州
の
一
張
建
封
に
招
か
れ
て
補
佐
官
と

な
っ
て
い
た
韓
命
…
し
、
欽
陽
態
と
接
触
し
た
貞
一
冗
十
五
年

(
七
九
九
)
の
冬
、
一
裁
の
作
と
さ
れ
る
。
「
巧
者
一
土
承
福
伝
」

(38) 



「
毛
穎
伝
い
の
制
作
年
一
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
近
年
の
屈
守
元
・

常
思
春
、
王
編
同
韓
愈
全
集
校
校
』
(
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六

年
)
の
編
年
で
は
そ
れ
ぞ
れ
貞
元
十
七
年
(
八

O
一
)
と
元
和
二
年

(八

O
七
)
と
す
る
。
こ
の
中
で
は
榔
宗
一
沌
が
問
肉
類
の
作
品
を
書
い

た
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
「
持
者
五
承
福
伝
」
が
標
準
的
な
「
伝
」

と
い
え
、
最
も
寓
意
性
が
強
い
。
…
方
で
柳
宗
一
沌
に
は
よ
り
小
説
的

な
「
伝
」
が
あ
り
、
韓
問
の
弟
子
た
ち
は
む
し
ろ
そ
う
し
た
傾
向
の

作
品
を
書
い
た
。
韓
愈
の
時
代
に
は
ま
だ
「
伝
」
ジ
ャ
ン
ル
の
形
式

は
そ
れ
ほ
ど
同
制
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
「
毛
穎
伝
」
の
よ
う
な
戯
れ
の
作
品
に
対
し
て
は
賛
否
両
論
が
寄

(
約
)

せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
は
こ
れ
を
「
伝
」
と
し
て
喜
一
く
こ
と
が

で
き
た
。

年
代
的
に
最
も
早
い
「
侍
藩
伝
」
は
、
「
伝
」
の
形
式
が
定
ま
る

前
に
警
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
特
異
な
「
伝
」
に
な
っ
た
の
は

や
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
間
じ
く
異
端
の
「
伝
」
で
あ
っ
た
「
毛

穎
伝
」
が
今
で
は
韓
愈
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
何
蕃
伝
」
は
結
果
的
に
自
身
の
二
つ
の

「
伝
」
に
凌
駕
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
三
篇
の
「
伝
」
が
す

べ
て
裂
を
異
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
は
韓

愈
の
散
文
文
学
の
一
可
能
性
を
示
す
も
の
と
し
て
詑
呂
に
鑓
し
よ
う
。

、王
(1)
補
斌
探
『
中
箆
古
代
文
体
概
論
(
境
訂
本
)
』
(
北
京
大
学
出
版
社
、

一
九
九
O
年
)
間
二

O
真
、
ま
た
福
一
井
佳
夫
訳
『
中
関
の
文
章
i
ジ

ャ
ン
ル
に
よ
る
文
学
史
』
(
汲
古
書
段
、
一
…

0
0四
年
)
二
二
九
頁
。

(2)
韓
愈
に
は
「
持
者
王
承
福
伝
」
(
司
期
間
梨
先
生
集
』
巻
一
ニ
)
、
「
太

学
生
向
蕃
伝
」
(
開
巻
一
回
)
、
「
下
部
俊
革
華
伝
」
「
毛
穎
伝
」
(
以

上
向
巻
一
一
一
六
)
、
椀
宗
一
応
に
は
「
宋
清
伝
」
「
種
樹
郭
嚢
蛇
伝
」
「
護

区
奇
伝
」
「
梓
入
信
」
「
李
赤
伝
」
「
妙
、
蝋
缶
」
「
曹
文
治
意
道
安
伝
」
(
以

上
司
河
東
先
生
集
』
巻
一
七
)
、
「
劉
翌
伝
」
「
河
関
伝
」
(
以
ト
ー
一
間
外

集
巻
上
)
が
あ
る
。
な
お
「
下
部
侯
革
翠
伝
」
は
後
世
の
偽
作
と
疑

う
説
が
あ
り
、
「
曹
文
治
品
目
ヰ
道
安
伝
」
は
本
文
を
欠
く
た
め
、
考
J

察

対
象
よ
り
外
し
た
。

(3)
拙
論
「
虫
の
伝
記
i
i
l
椀
宗
元
『
娩
搬
の
伝
』
を
読
む
」
(
『
数

研
国
語
通
信
つ
れ
づ
れ
』
第
八
号
、
ニ
O
O六
年
)
参
照
。

(4)
李
漢
の
編
ん
だ
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
韓
愈
『
雄
魚
文
』

の
位
護
」
(
『
中
題
文
化
』
第
六
三
号
、
一
一
O
O
五
年
)
参
照
。

(5)
萄
本
作
太
学
生
何
蕃
伝
。
然
巻
苦
総
題
亦
作
書
。
此
文
総
於
書
類
、

当
従
田
本
。
(
『
韓
集
挙
正
』
巻
五
)

(
6
)
太
学
生
向
蕃
伝
、
此
疑
書
後
之
類
。
但
題
有
脱
字
、
不
知
所
害

者
一
為
何
耳
。
(
『
援
鶏
堂
筆
記
』
巻
四
ご
)

(7)
篇
題
書
字
、
:
:
:
非
謂
簡
瞭
問
答
之
豊
富
。
:
:
:
書
与
伝
、
体
不
問
、

拠
事
室
書
、
語
之
書
、
統
紀
翠
生
言
行
、
讃
之
伝
。
此
文
:
:
:
皆
晶
君

事
体
、
非
伝
体
。
(
明
読
韓
記
疑
』
巻
五
)

(8)
此
当
作
伝
部
入
書
類
、
未
詳
其
説
。
但
其
誤
射
実
伝
也
。
況
有

(39) 



(
国
)
『
惰
癒
小
説
研
究
』
(
木
耳
社
、
一
九
七
七
年
)
五

O
八
頁
。
な

お
本
稿
で
と
り
あ
げ
な
い
「
郭
常
伝
」
「
喜
子
伝
」
も
含
め
た
四
篇

の
「
伝
」
に
つ
い
て
は
間
警
に
詳
し
い
。

(
川
口
)
市
入
以
其
呉
、
皆
笑
之
、
日
、
清
、
山
富
妄
人
也
。
或
日
、
清
其

有
選
者
鍬
。
清
濁
之
日
、
清
逐
利
以
活
妻
子
耳
、
非
有
道
也
、
然
謂

我
山
市
一
妄
者
亦
謬
。

(
お
)
問
者
白
、
曜
、
不
亦
善
夫
。
五
口
問
養
樹
、
得
一
護
人
術
。
伝
一
其
事

以
為
宮
戒
。

(
幻
)
継
布
嘆
日
、
彼
将
捨
並
(
手
芸
、
専
茸
ハ
心
智
、
市
能
知
体
要
者
鰍
。

吾
慰
労
心
者
役
人
、
労
力
者
投
於
人
、
彼
其
労
心
者
一
敗
。
能
者
間
前

智
者
謀
、
彼
並
ハ
智
者
激
。
是
足
為
佐
天
子
相
天
下
法
突
。

(
辺
)
培
、
苦
操
鰻
以
一
入
賞
憲
之
家
有
年
実
、
有
一
至
者
駕
、
文
往
過
之
、

財
為
境
突
っ
有
存
主
一
一
一
草
者
一
潟
、
市
往
過
之
、
別
為
域
実
。
間
之
其
隣
、

或
日
、
鳴
、
刑
数
也
。
或
日
、
身
既
死
、
部
其
子
孫
不
能
有
也
。
或
日
、

死
語
婦
之
官
退
。
広
口
以
是
観
之
、
非
所
謂
食
鷺
怠
其
事
高
得
天
政
者

邪
令
非
強
心
以
智
部
不
足
、
不
択
其
才
之
称
一
台
市
商
之
者
邪
α

非
多

行
可
健
、
知
其
不
可
而
強
為
之
者
邪
。
将
市
都
民
富
難
守
、
薄
功
指
標
饗

之
者
邪
。
抑
窓
枠
荷
時
、
…
去
二
米
同
一
不
可
常
者
邪
。
脊
之
心
情
一
湾
、

是
故
択
其
力
之
可
能
者
行
薦
。
楽
憲
寅
市
悲
貧
賎
、
我
器
開
持
於
人
哉
。

(
お
)
伝
体
前
叙
事
、
後
議
論
。
独
退
之
持
者
王
承
福
伝
、
叙
事
議
論

相
問
、
鎖
脅
太
史
公
的
夷
伝
之
鼠
。

(
倒
的
)
飲
陽
信
生
一
一
一
一
同
行
、
審
、
仁
勇
人
也
。
或
者
日
、
蕃
庖
太
学
、
諸

生
不
為
非
議
、
議
死
宥
之
鋸
…
婦
、
哀
其
一
孤
高
字
溝
、
恵
之
大
小
必
以

力

復

、

斯

其

所

謂

仁

敵

。

蕃

之

力

不

任

其

体

、

苔

諮
本
一
吋
従
子
。
(
司
問
問
梨
先
生
集
考
察
』
巻
五
)

~(9)
『
沼
知
録
知
山
哲
一
九
・
古
人
不
為
人
立
伝
。
麿
・
宋
以
後
、
史
宮

で
な
い
諸
家
が
「
伝
」
を
書
く
場
合
に
あ
る
穣
の
制
限
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
小
川
環
樹
二
五
榔
先
生
伝
』
と
『
方
山
子
伝
』
」
(
司
小
川
環

樹
著
作
集
』
第
三
巻
所
収
)
参
照
。

(
日
)
『
結
埼
亭
集
外
編
』
巻
四
七
「
答
沈
東
帯
徴
君
文
体
雑
問
」
。

(
日
)
明
文
史
通
義
』
内
第
一
一
一
・
伝
記
。

(
臼
)
何
蕃
の
推
薦
書
の
意
味
で
「
書
」
と
す
る
説
(
章
第
徳
司
韓
愈

文
選
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八

O
年
)
、
「
書
」
で
も
「
伝
民
で

も
可
と
す
る
説
(
銭
伯
城
町
韓
愈
文
集
導
読
』
巴
鶴
書
社
、

一
九
九
三
年
)
、
「
伝
」
が
正
し
い
と
す
る
説
(
護
松
林
・
一
護
有
明
『
新

選
新
注
・
騎
宋
八
大
家
器
系
韓
愈
巻
』
中
沼
工
人
出
版
社
、

一
九
九
七
年
)
な
ど
が
あ
る
。

(
日
)
主
柱
「
韓
愈
『
仰
い
議
伝
』
の
創
作
意
日
間
に
つ
い
て
」

化
大
学
中
間
学
論
集
』
十
四
号
、
一
九
九
六
年
)
。

(M)
税
会
開
訳
、
司
韓
柳
文
学
研
究
叢
刊
韓
愈
論
評
』

神

1
む
」
¥
マ
b
p
r
J
F什
円
り
へ
。

J
ノ
J
/
J
/
安
、
百
円
け
丹

(
M
M
)

明
漢
税
六
朝
蔚
代
文
学
論
議
』
(
上
海
十
日
籍
出
版
社
、

ニ
ノ
エ
!
?
氏
、
の

ぬ吋

1~
一
叶
川
口
出
化
V

(
日
)
鏑
話
怒
、
急
召
紳
授
紙
筆
、
令
操
書
上
附

怖
戦
。
管
揺
紙
下
、
札
皆
不
能
字
、
職
議
去
。

幾
間
以
紙
。
(
一
明
沈
下
資
文
集
』
巻
問
)

(
げ
)
鋳
召
紳
作
疏
、
坐
錆
前
、
紳
揚
怖
架
、

接
去
、
ぼ
数
紙
。

(40) 
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大
東
文

一
1
b
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¥
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紳
品
川
鈴
前
、
伴
端

累
数
十
行
、
又
如
間
応
、

一
、
切
申
込
ザ
孔

1
2
i
羽
守
拘
削
引



不
知
其
努
也
。
飲
陽
蕗
生
日
、
朱
批
之
乱
、
太
学
諸
生
挙
将
従
之
、

来
請
起
蕃
、
藩
正
色
叱
之
、
六
館
之
土
不
従
乱
、
弦
非
党
ハ
努
敗
。

(
お
)
初
、
朱
批
皮
、
諮
生
将
従
乱
、
蕃
正
色
叱
一
不
聴
、
故
六
銭
士
無

受
い
け
者
。
蕃
印
刷
太
学
三
十
年
、
有
死
喪
無
帰
者
、
皆
身
為
治
喪
。

(
お
)
前
掲
拙
論
♂
W
愈
『
縦
魚
文
』
の
位
置
」
参
照
。

(
幻
)
故
凡
貧
時
間
之
士
必
有
待
然
後
有
所
在
、
独
何
蕃
鰍
。
五
間
関
足
以
一
一
一
一
凶
之
、

無
亦
使
其
無
伝
一
場
。

(
お
)
一
土
枝
氏
前
掲
論
文
で
も
「
何
蕃
伝
」
は
コ
人
の
成
功
し
な
か

っ
た
太
学
生
に
託
し
て
、
太
学
制
度
を
痛
撃
し
た
作
品
で
あ
る
」
と

述
べ
る
。

(
約
)
そ
の
議
論
は
榔
宗
一
見
「
読
韓
愈
所
藷
毛
穎
伝
議
題
」
(
『
河
東
先

生
築
h

春
〕
《
一
一
)
に
見
え
る
。

(41) 

(
京
都
教
育
大
学
)


